
【五美大展検閲の経緯についてのドキュメント】 

 

作成／大橋藍 

 

2018年、東京五美術大学連合卒業・修了制作展（通称・五美大展 東京・乃木坂の国立新美術館で

2018年2月22日～3月4日開催）に、私、大橋藍（当時女子美術大学洋画専攻に在籍）が作品を出品

したところ、美術館からの検閲を受けた。その作品はこの会場に展示されているもので、名前は《ア

ルバイト先の香港式中華料理屋の社長から「オレ、中国のもの食わないから。」と言われて頂いた、

厨房で働く香港出身のKさんからのお土産のお菓子》。 

このドキュメントはその時の検閲の事実経過をまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2018年1月 

水や砂などの特殊な素材を扱った展示を行う作品は全て館で行われる事前協議を受けなければならな

かったので、本件作品も研究室の判断で、協議に必要な事前協議票と作品の写真を館に提出し協議を

受けた。この協議には各大学の学生や教員は参加していない。協議を行う構成員、部署などは学生に

対して明らかにされていない。結果が出るまでの間に研究室のZ担当助手（仮名）から、「事前に館か

ら研究室に配布されていた利用規約に食物の展示は不可だと書いてあったのを今見つけた。もしこれ

を僕が協議にかける前に見ていたら、事前にストップできたのだけど。」と言われた。協議を行う前

に研究室から学生に対して規約の開示は行われておらず、大学教員から展示するにあたって館が要求

してくる制限についての説明や規約に関する指導はなかった。そして協議の結果が館側からメールで

届き、本作のお菓子本体とそれを包む小袋は展示不可となった。学生からこの協議結果について異議、

異論を投げかける機会は与えられなかった。 

※全てのメール連絡は私＝研究室＝女子美術大学学生支援センター＝幹事校の武蔵野美術大学＝国立

新美術館の順序で送られた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料①当初の展示プランを含む事前協議表 

 



参考資料②美術館規約 

 



 



2月8日    

メールで送られてきた協議結果の報告に、お菓子の展示が不可であることは書いてあったがその理由

についての明記がなかった為、館に問い合わせをしたところお菓子が腐敗し爆発して小袋が破けるな

どの可能性もあるため、梱包状態に関わらず規約どおり展示は不可であるというメールが来た。 
 

2月10日   

8日の返答に加えて、利用の手引きに記載されている制限事項になり、館の運営管理上支障がありま

すのでご理解ください。という館からのメールが来た。 

 

2月11日 

検閲を受けたことで、作品を一部変更した。具体的には、大学教員から提示された規約（研究室が館

に問い合わせ、許可が出てから私に配布された）と館と交わしたメールの引用、菓子本体と小袋が館

の事前協議によって展示不可となった事実などの説明を含んだテキストも一緒に提示するかたちだ。 

研究室主任であり、私の担当教員でもあったY教授からテキストの内容について「メールは引用しな

いで欲しい。『女子美洋画研究室の判断で事前協議を受けた』などの固有名詞を使った記述はやめて

欲しい。」との指摘があった。規約の参照についても館に確認を取ったほうがいいとの指摘があった。 

 

2月12日 

館に問い合わせていた、作中テキストへの規約の参照の可否について館から不可であるとのメールが

来た。理由についての記述はなかった。 
 

2月13日   

館に問い合わせていた、規約の参照が不可である理由について、国立の美術館としての立場がありま

すので物議をかもすような展示は避けたいとのメールが来た。 

 

2月20日 

事前に研究室に提出していた６、７パターンのテキストのうちの一つである、規約およびメールの参

照がなく、美術館の協議の結果、中身のお菓子とそれを包む小袋の展示ができなくなったという記述

のみのテキスト（本展に展示）であれば問題なく展示出来るだろうというY教授の判断があった。最

終的に私はこのテキストを展示することに決定した。 

 



2月21日   

館で展覧会の作品搬入を行った。定められた作業終了時刻の15分前（19時前）突然身元を名乗らない

5名程の男女が展示室に現れY教授に対して「作品チェックをさせて欲しい」と言い、主に映像やイン

スタレーションの展示を行っている作品群を1点ずつ検閲し始めた。 

本件作品に対する検閲の最中、作品の前でその団体とY教授とZ担当助手のいる状態で、団体の内の一

人の男性（後日美術館の担当者であることが発覚した）から「この作品のテキストを撤去して下さい。」

と言われたので、私はその男性に「明確な理由はなんですか？」と聞くと、「私の口から直接あなた

に伝えることは出来ません。」と言われた。Y教授が「このテキストの上部分のお菓子をバイト先でも

らって作品にするまでの経緯だけでも展示できませんか？」とその男性に聞くと、その場では回答が

なく、暫くして団体は展示室から出て行き、先程撤去を言い渡してきた男性のみがまたやってきてY

教授を「この作品についての話し合いをするので。」と言って展示室の外へ呼び出した。私はその場

に同席したいと言ったが聞き入れられなかった。30分程経ってからY教授が展示室に戻ってきて私に

「あなたの作品は人種差別に踏み込んでいるその作品内容と食物を展示するということで元々難しか

った。そしてそのお菓子が展示できなかったというテキストを展示することは出来ない。テキストの

撤去が嫌なら作品ごと撤去してくれても構わないとのことです。」と言った。私はY教授に「あの人達

は誰なのですか？」と聞くとY教授は「美術館のキュレーターと運営の人達です。」と答えた。そのあ

と、私のもう一つの出品作品である映像作品（作品名《BIRDWATCHING》日常生活でみかけた戦闘

機の飛来を日記的に淡々と携帯カメラで記録していったもの）も検閲された。その映像について団体

のうち、1人の女性と私にテキストの撤去を言い渡した男性が互いに小声で話し、女性から「戦闘機を

撮影しながら何か政治的な発言をしているのですか？」と聞かれたので私は「いいえ。ただ撮影して

いるだけです。」と答えた。2人が静かになったので私が終わったかどうか聞くと「終わりです。」と

言われた。それからその団体は他の作品の検閲に移っていった。私はそこから退館時間までの10分程

度でテキストのみを撤去するか、本件作品全てを撤去するかの選択をしなければならず、最終的にテ

キストのみを撤去した。私の他にも事前通告なく検閲にて映像、写真等一部撤去となった女子美洋画

専攻で同じくY教授に師事していた3名の学生がいた。 
 

2月22日   

展覧会会期開始 

 

2月23日   

FaceBookで搬入日に起こった検閲及び作品一部撤去について一般へ情報提供の記事を投稿した。 



投稿は以下のQRコードおよびURLにて閲覧できる。 

 
https://www.facebook.com/aiohashi.07/posts/968959033279623 

この日を前後して他当該学生らもSNS等へ情報提供していた。 
 

2月25日 

私の作中テキストが撤去になってしまったことや当初テキストに書かれていたことを含むこの作品の

経緯が背中に書かれた長袖Tシャツを着て一般の来場者と同じように一部撤去となった自分の作品を

鑑賞し続けるというパフォーマンスを行った。しかし、パフォーマンス中に一人の来場者から美術館

に対してパフォーマンスを行っている人がいるからやめさせるようにというクレームが入り、私のテ

キストの撤去を言い渡してきた館の担当者の男性が展示室にやってきて私のパフォーマンスを確認し、

無線で五美大展スタッフを呼んで私にストップをかけパフォーマンスは中止となった。中止になる10

分ほど前に、私の作品の前で監視当番をやっていた同じ専攻の友人が「だったら規制されるような作

品を作らなければいいじゃないか。」と怒った様子で自分に話しかけてきた中年の男性がいたと話し

てくれた。残りの会期中も長袖Tシャツでのパフォーマンスは続けた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料③パフォーマンスで着用した長袖 Tシャツ 

 



2月27日 

本件に関して研究室から私を含む当該学生らに対し事実確認の個別面談がある。 

私の面談に同席した者はY教授（書記）とX教授、W教授、V教授、版画研究室のU教授、Z担当助手で

あった。主な内容は私が館で行っているパフォーマンスについてで、私のパフォーマンスは女子美が

サポートできる範囲を超えていると言われる。クレームが入った日のパフォーマンスを行っていた時

間帯や来場者の反応など当時の状況について聞き取りをされる。 

他の当該学生らも後日面談を行っていた。 

 

3月4日    

展覧会会期終了 

 

3月16日 

雑誌週刊金曜日にて本件に関する記事が掲載される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料④週刊金曜日記事 

 
 



4月末日    

毎年行われている五美術大学委員会での本展反省会が行われ、女子美から委員会に対して本件に関す

る事実確認が行われた。研究室へ私から委員会へ確認して欲しい事柄を資料にまとめ提出した。主な

内容は、一体どのような個人および団体がどういった基準や権限を用いてこの撤去の要請を行ったの

か、来年度から作品撤去や規制に関する具体的な対策は行うのかなどについてである。 

当該学生らに対し結果をメールにて個別に通知するとY教授から言われるが、メールのみでは不十分

であると判断し面談を設けてもらうよう研究室にメールする。 

 

5月18日 

反省会での事実確認結果の報告が面談にて女子美で行われる。 

面談に同席した者は私とY教授、X教授、L教授、W教授とZ担当助手であった。 
面談において伝えられた内容は非常に不明瞭で、研究室に事前に提出した資料に私が書いていたこと

についてY教授に何度も尋ねたが「僕には分からない、最終的には国立新美術館の館長の責任である。」

とだけ言われ、本来事実確認で問われているはずの事態説明として基本的かつ肝心な部分はほぼ全く

説明されなかった。さらに事前に何度も研究室と面談を重ねて決定されたテキストであったにも関わ

らず、Y教授からあなたのテキストが展示できることを自分は保障した覚えはないと言われ、私が無

理に研究室の意にそぐわない形でテキストを展示しようとしていたように言われてしまった。 

また、来年度以降については五美大展のオリエンテーションにて館で起こりうる撤去や規制について

説明し、必要に応じて展覧会準備期間中に学生へ規約の開示を行う等女子美内での対策は講じる予定

であると言われた。 

 

6月5日    

当該学生らのSNSでの本件に関する情報提供を受けて、美術評論家連盟から国立新美術館館長の青木

保氏へ本件における事実確認のための公開質問状が発出される。また、連盟から本件について国内の

新聞社等メディアに対し情報提供がある。 

 

 

 

 

 

 



参考資料⑤美術評論家連盟公開質問状 

 



6月12日   

5月末に行われた反省会での事実確認の結果報告を文書にて当該学生らへ報告する様に研究室へメー

ルにて問い合わせる。 

 

6月18日   

6日経っても12日に送ったメールの返事が来なかったので、電話で再度研究室に問い合わせたところ、

新しく洋画専攻主任となったという版画専攻のR教授から本件は五美術大学連合にて対応している内

容であるため本学としての文書による対応は差し控えるとのメールが来た。 

 

6月28日   

青木氏から公開質問状への回答が来た。 

回答にて青木氏は、本件展示において複数起きている作品一部撤去を館が行った事実は全くないとし、

作品展示の可否は主催者側が判断しているとした。また、館は幹事校（毎年各大学持ち回りで担当）

を通じて、展示される作品に対し利用規約上の問題点をコメントしているが、指摘されていた『外国

人および人種差別への抵触』は問題点として主催者側に指摘した事実はないとした。 

主催者は五美術大学全てであるとしたが、その内のどのような役職や部署の個人ないし団体であるか

等、具体的には言及されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料⑥青木保氏回答 

 



2019年1月12日 

私から幹事校である武蔵野美術大学へ事実確認のための公開質問状を発出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料⑦武蔵美への公開質問状 



 



1月29日   

武蔵美の五美大展担当部署である学生生活チームから文書にて私へ回答が来た。 

回答にて学生生活チームは、主催者は五美術大学の各大学であり、展示に関する判断は学生が所属す
る大学が行うとし、問題が発生した場合も同様に学生の所属する大学が対応するため、本件に関して
は私が所属する女子美が対応する事となっていると主張した。回答文書は以下のQRコードおよび
URLにて閲覧することができる。 

 
https://www.aiohashi.com/answer 
 

 

 

このように本件に密接に関わっている機関である国立新美術館と女子美術大学、武蔵野美術大学の三

方が質問状およびメールにおいてそれぞれ自分たちの責任ではなく他の機関の責任であると主張し事

態説明を放棄している。所在が不明である以上どこへも責任を追求することができない。 

現在まで私を含む当該学生らに対し、いずれの機関からも本件に関する明確な事態説明及び謝罪は行

われていない。 


